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国鉄における機関牽用転♯台 (ス下転卑台とぃぅ)

の起源についてば、はっきりしなV がヽ、明治"年 頃の

′口婦ψttic Y′線にイくつて、舜 aと v )ゝものがあると考

)記録が残っている。えれ口鉄には約ィ″合の転卑食

が使用されているが、その晨きは岡山に多ぇのものが

′台ある外すべて″π以下である。第1図 (ィ)(口)

のよう:こらヾ ランストLと
「3上具型Jと に大野dさ

れる。 「バランスト型Jと `ミ機関ネ荷宣、死綺査とも

すべて庇lコT費しなtF夫えスで'史へ、卑怖と円形執線と

のranに1よ諫間がある状態で|ヨ転

する 「了ジロベーベJで ある。

な管軍:T,[古」[13員[Lilζ地上シ
たわけざあるが大形になるitつ

れて務颯Klキの出入時の動属0 人ヾ

きく、その復だとヤ夫えスに~

象させ嬢:ナればならない。維F妻

によるる告6の方員耗力ヾ多しヽなどめ

久具が日立ってくるようになっ

た.こ れに対して 「3支 具理L

は繊nネ の方暑にか｀はらダヤ

夫史スと両端キ椅でお玄と分俎

しながら回転 するもので、上記

の 「バランスト型」の欠具がな

く、新に設置する場合loこのユ

ベがフい。今|ヨ鉄憬人 のC′理

機関車の運転垂ゴると晟米ネが生

ネに近い状態の安′ヾ位置L示 す

と第21コの迫りぜ、主卑に並く

なると會だとヤ夫史承に合せゐ

ために`ご″%位 ダ子となる。

本した末の29従のものと薇い

乍ら矩」子間にピ、ットの星之大き
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n7//軌凍

ノ

(口)θ支共

- 1 0 3 -

|
世 ′′〃上路転車む

第 ノ図

バランスト■下離 車合

僚  Ⅵ 夫支承

/ヾランス トユ 下メタ転 車む

(層 怖






